












































































































































 まず、ティムール朝末期に書かれた書簡作成術の指南書Makhzan al-Inshā ʼの構成
と特徴を指摘し、そこに収録された冒頭部の用例を先行する時代や同時代のインシャ
ー作品のもの、さらには現存する書簡のものと比較した。先行する時代、特にモンゴ
ル時代に書かれた書簡作成に関する指南書や用例集は、作品の構成自体がそれぞれ異
なっていた。さらに、解説される冒頭部の書式には「祈願文を用いるもの」と「祈願
文を用いないもの」という二種類があり、それぞれの作品ではいずれか一方が採り上
げられて用例が提示されていた。それに対して、Makhzan al-Inshā ʼの大きな特徴
は、従来の指南書では作品毎に異なっていた冒頭部の二つの書式を一つの作品の中に
統合し、膨大な数の用例と共に提示したことにある。このことからも、同作品はモン
ゴル時代を含め、ティムール朝末期に至るまで連綿と受け継がれてきたペルシア語書
簡作成の様々な伝統的要素を統合し、利用しうる用例を網羅的に集めた、いわば書簡
作成指南書の集大成であったと言える。 
 また、この作品に記された書簡作成における規定の多くはティムール朝末期のイン
シャー作品に収録された書簡の写しや、同時代の周辺の王朝が発行した現存する書簡
においても共有されていたことが確認できる。このことからも、ティムール朝末期の
ヘラートで編纂されたMakhzan al-Inshā ʼという作品は、当時のティムール朝領域内
だけでなく、広くペルシア語が用いられた地域における書簡作成の実践を反映したも
  
のであったと言えるのである。 
 さらに、第一章で確認したように、ティムール朝期のインシャー作品の傾向の一つ
として、文書行政に関わった経歴を持たない文人が書簡作成のための指南書を数多く
編纂したことが挙げられる。その背景として、様々な社会階層に属する人々が書簡を
作成し、そのマニュアルに対する需要が高まっていたことが挙げられるが、本作品は
こうした時代の要請に応えたいわば書簡作成指南書の集大成であったと言えるだろ
う。 
 これまでの考察で明らかになったように、ティムール朝末期に生まれたインシャー
作品は、書簡作成における作法や規定の面で、先行するモンゴル時代の作品群から大
きな影響を受けていたことは間違いない。少なくとも、各作品におけるインシャー術
の伝統の継承という意味では、モンゴル時代を「断絶期」と見做すことは出来ない。
一方、先行する時代の諸作品と比べると、いくつかの変化をみてとることも出来る。
書簡の用語の解説や書簡用例の序列に見られる社会的階層の変化、勅令の写しにおけ
る用語の選択においては、いずれの場合でもイスラームの理念を統治体制に組み入れ
ようとする著者の意志があったと考えられる。また、ティムール朝末期のヘラートに
おける書簡作成に対する社会的な関心の高まりによって、従来にない総合的な書簡作
成マニュアルが生み出されることになったのである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
（論文審査の結果の要旨） 
 西アジア地域とエジプトでは四千年をはるかに超える書写言語による記録の歴史
があり、これまでに書き残されてきた文字資料の総量は東アジアや西ヨーロッパ地
域に劣らぬ膨大なものがある。イスラーム時代以前の西アジアでは、紀元前３千年
紀後半にはすでに古式の楔形文字による主として粘土板に刻まれた公文書が作成さ
れており、前２千年紀前半の古バビロニア時代から公的な文字資料を作成･書写する
ために専門の書記が養成されていたことが知られている。その後、前１千年紀後半
になると北西セム系/アラム系文字アルファべトが広範囲に使用されるようになり、
この時期には文字を記録する媒体としてのパピルスや羊皮紙が長期保存に適さず、
記録の残存量が減少するために遺例が僅かしかないが、書記養成の伝統は受け継が
れ、書記が公文書を作成する技術も伝承されていたようである。 
 西暦７世紀前半、西アジアに興ったイスラームは、その「預言者」ムハンマド死
後の短期間に、西アジア、北アフリカの文明地域を政治的支配下に置くが、早くも
８世紀の初めにはウマイヤ朝下で行政用語がアラビア語に統一され、公的な文書作
成とそれに基づく行政システムが始まったと考えられている。８世紀の後半に確立
した「イスラーム帝国」の典型としてのアッバース朝では西アジアを中心に、新た
に征服が進んだ中央アジアや北インド地域から北アフリカに及ぶ広大な領域で駅逓
制度の整備による迅速な情報伝達の促進と法的な側面からの文書行政の拡充が見ら
れるようになった。こうした歴史の流れの中で、本論文で扱われる公的･私的な文書
･書簡作成のスキルを具体的に解説した手引書としてのインシャー作品がアッバース
朝時代にイラク、エジプト地域ではアラビア語で、11世紀後半のガズナ朝、その官
僚制や文書作成に基づく行政機構を継承したセルジューク朝時代以降のイランや中
央アジア、アナトリアではペルシア語で書き残されるようになったのである。 
 本論文は、全体を通じてティムール朝末期のヘラート政権スルターン・フサイン
（在位1469-1506）時代に書かれた文書･書簡作成術指南書の内容分析を中心にまと
められたものだが、論者の問題意識はティムール朝に先立つ時代のイラン地域にお
けるペルシア語インシャー作品の内容についても及んでいる。本論文の第１章「イ
ンシャー作品の誕生と発展」において、論者はイスラーム時代の初期からティムー
ル朝末期に至る、アラビア語、ペルシア語による公的な文書･書簡作成術の歴史の概
略を述べ、関心の所在を明らかにしている。論者によれば、ガズナ朝時代に始ま
り、セルジューク朝期に発展したペルシア語によるインシャー作品は、13世紀後半
以降のモンゴル支配時代には停滞期に入り、15世紀のティムール朝時代に入って再
び多く書かれるようになるというのが従来の通説ではあるが、論者は12世紀後半か
ら16世紀前半に書かれたインシャー作品計９点の内容を比較することにより、14世
紀にもその前後の時代と変わらずインシャー作品が書かれており、それらの内容の
全体的な特徴はティムール朝期のものと共通するものであることを具体的に実証し
た。モンゴル支配時代をはさんでペルシア語によるインシャー作品著述伝統の断絶
は見られないという結論は従来の研究成果からも予期できた内容であるが、それを
具体的な作品の内容比較を通じて実証したことは評価に値する成果である。第２章
では、ティムール朝末期インシャー作品集の実例としてこれまで本格的な研究がな
されておらず、校訂テクストも未刊行のイスフィザーリー作 Tarassul が取り上げ
られ、その内容が詳細に紹介･検討される。論者はこの作品を文献学的に分析する際
イラン国内に所蔵される３写本の他に英国、パキスタン所在の３写本を参照してお
り、また内容分析の手法も精密・堅実である。論者の結論によれば、この作品の特
徴は理論的、あるいは実務的な手引書というより、模範的な勅令･書簡の集成という
傾向が顕著であることで、所収の書簡用例や勅令の写しの内容からは当時宗教的な
  
職務として重視されつつあった「サドル職」が社会的ヒエラルキーの上位に位置づ
けられていることが看取されるという。続く第３章では前章で内容の紹介･分析を行
なったイスフィザーリー作 Tarassul 所収の具体的な勅令から特に「ザカート免
除」を扱ったものが考察の対象となり、それら４点のペルシア語テクストと日本語
訳を掲げながら、さらに綿密な内容分析が進められている。ザカートとは一般にイ
スラーム社会でムスリムにとって五行の一つとされる「喜捨、救貧税」のことだ
が、当時のザカートはイスラーム法に違反して不正に徴収される商取引税などを含
む不正規税のことを指すようになっており、現実と理念乖離の糊塗を意図するイス
ラームの公的イデオロギーを統治体制の側から文書作成上で示したものがこれらの
勅令の内容に他ならないと結論している。第４章ではティムール朝末期に編纂され
たカーシフィーのMakhzan al-Inshā ’という作品を題材として書簡作成の規定と実
践の内容が紹介･分析される。論者によれば、この作品はそれまでペルシア語文化圏
で伝承されてきた書簡作成指南書の集大成としての特徴を持ち、いわゆる「ティム
ール朝ルネサンス」の精神を体現する作品であったと見なすことも可能であるとい
う。本論文の前２章に比べてこの部分はやや論証が手薄であり、物足りない印象が
残るが、この章で扱った文献の特徴を内容の実例を挙げることによって説得的に論
を進めている部分は、今後のさらなる研究への展望を提示していると見なすことが
できる。 
 本論文は全体として、論者の２年間に亘るイランへの留学の成果を活かし、アラ
ビア語、ペルシア語の歴史文献を学び、研究してきた成果が盛り込まれ、時に装飾
過多でレトリックと比喩、これ見よがしの学識を誇示するような典拠の引用に満ち
た独特のペルシア語美文によって書かれることが通例であったこの種の文献を、手
稿写本から粘り強く丹念に読み解くことを基盤にしており、従来から国内外で行な
われてきたペルシア語インシャー作品研究に少なからざる寄与を行なったものと判
断できる。ただ、さらなる文献研究の広がりと深化が求められることは言を俟たな
い。ティムール朝期以降、イランではサファヴィー朝やカージャール朝期において
インシャー作品の伝統がどのような形で継承されていったのかという時間軸上の全
体像やムガル朝期のインドやティムール朝滅亡後の中央アジアにおいてペルシア語
による文書・書簡の作成がどのような形で、どこまで伝承されたのかという空間上
の広がりを明らかにする等の課題も自ずから浮上して来るのである。これらの課題
については、今後の論者の研究の進展に期待を表明したい。 
 
  以上、審査したところにより、本論文は博士（文学）の学位論文として価値ある
ものと認められる。なお、平成27年２月20日、調査委員３名が論文内容とそれに関
連した事柄について口頭試問を行った結果、合格と認めた。 
  なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公
表に際しては、当分の間、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとする
ことを認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
